
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

2023 年 7 月 1 日 

第 983 号 山
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広
ひ ろ

 市議会議員 活動報告 

0748-86-2985 Fax0748-86-0415   yama729@maia.eonet.ne.jp           検索 

 
⼭岡光広 

日
本
共
産
党
の
山
岡
光
広
議
員
は
６
月
１６
日
、
６
月
議
会
一
般
質
問

に
た
ち
、
①
緊
急
か
つ
切
実
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
対

策
に
つ
い
て
、
②
市
職
員
の
異
常
な
時
間
外
労
働
の
是
正
、
③
手
話
言

語
及
び
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
条
例
を
生
か
し
て
、
聴
覚
障

が
い
者
の
音
声
電
話
を
文
字
変
換
す
る
た
め
の
機
器
に
補
助
を
・
加
齢

性
難
聴
に
伴
う
補
聴
器
購
入
に
補
助
の
２
つ
の
提
案
、
④
市
内
公
共
施

設
駐
車
場
の
「
車
止
め
」
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
⑤
「
子
育
て

N
O
1

の
甲
賀
市
」
に
す
る
た
め
に
１８
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化
拡
充
・
待
機
児

童
ゼ
ロ
・
国
保
の
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
を
ゼ
ロ
に
、
と
５
つ
の
テ
ー

マ
で
実
態
を
示
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

 

質問する山岡光広議員(6 月 16 日) 

山
岡
議
員
が
昨
年
１２
月
議

会
で
指
摘
し
た
「
午
前
零
時
に

退
庁
」
す
る
な
ど
異
常
な
市
職

員
の
時
間
外
労
働
が
常
態
化

し
て
い
る
問
題
は
、
今
年
３
月

議
会
で
も
指
摘
。
今
年
６
月
議

会
で
そ
の
実
態
を
あ
ら
た
め

て
質
し
た
と
こ
ろ
、
１１
月
１６

課
、
１２
月
１６
課
、
１
月
２２
課

と
な
っ
て
い
た
「
午
前
零
時
を

超
え
て
の
退
庁
」
は
、
３
月
19

課
、
４
月
16
課
、
５
月
５
課
と

大
幅
に
是
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

３
月
２３
日
付
副
市
長
指
示

で
①
恒
常
的
に
月
８０
時
間
以

上
の
時
間
外
勤
務
が
行
わ
れ

て
い
る
場
合
は
、
部
内
で
人
事

異
動
を
検
討
す
る
こ
と
、
②
午

後
１０
時
を
超
え
る
時
間
外
勤

務
命
令
は
厳
禁
、
③
や
む
を
得

ず
午
後
１０
時
を
超
え
る
場
合

で
も
遅
く
と
も
午
前
零
時
ま

で
に
は
退
庁
す
る
こ
と
、
④
サ

ー
ビ
ス
残
業
は
絶
対
に
さ
せ

な
い
こ
と
、
⑤
職
員
の
勤
務
管

理
、
健
康
管
理
は
各
部
次
長
が

山
岡
議
員
は
冒
頭
、
６
月
１４

日
の
参
院
本
会
議
で
「
共
生
社

会
の
実
現
を
推
進
す
る
認
知

症
基
本
法
」
が
全
会
一
致
で
可

決
・
成
立
し
た
こ
と
を
紹
介
し

な
が
ら
、
認
知
症
の
人
が
尊
厳

を
守
り
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
よ
う
国
と
地
方
自
治
体

が
関
連
施
策
に
取
り
組
む
よ

う
求
め
議
員
立
法
で
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。
山
岡
議
員
は

「
認
知
症
高
齢
者
は
、
２
０
２

５
年
に
は
６５
歳
以
上
高
齢
者

の
５
人
に
一
人
の
割
合
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
緊

急
で
か
つ
切
実
な
課
題
で
あ

り
、
特
に
高
齢
化
が
す
す
む
甲

賀
市
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

責
任
を
も
っ
て
行
う
こ
と
、
と

す
る
通
知
を
出
し
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
も
是
正
さ
れ
な

い
事
態
を
受
け
て
再
度
４
月

７
日
付
及
び
28
日
付
総
務
部

長
名
で
通
知
を
出
し
ま
し
た
。 

 

山
岡
議
員
は
、
「
全
体
と
し

て
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

は
評
価
で
き
る
が
、
深
夜
に
お

よ
ん
で
い
た
業
務
は
ど
こ
で

吸
収
さ
れ
た
の
か
。
根
本
的
に

は
業
務
量
の
見
直
し
と
職
員

の
適
正
配
置
が
必
要
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

時
間
外
労
働
は
、
令
和
３
年

度
と
比
べ
て
４
年
度
は
１
１

３
４
時
間
減
に
。
午
後
１０
時
以

降
の
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

も
、
令
和
３
年
度
は
１
０
９
２

２
時
間
に
対
し
て
９
１
９
５

時
間
と
減
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

山
岡
議
員
は
、
土
日
出
勤
や

産
休
・
育
休
・
生
理
休
暇
の
取

得
状
況
に
つ
い
て
も
質
し
ま

し
た
。 

 

で
あ
る
」
と
し
て
、
認
知
症
の

相
談
窓
口
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
の
専
門
医
の
拡

充
、
認
知
症
が
原
因
で
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
の
損
害
補
償
保

険
の
充
実
、
徘
徊
高
齢
者
に
対

す
る
支
援
策
、「
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
」
の
普
及
、
こ
れ
ら
施
策
を

進
め
る
う
え
で
全
庁
的
な
取
り

組
み
を
す
る
た
め
に
「
条
例
」

の
制
定
が
必
要
と
強
調
し
ま
し

た
。 

 

市
は
、「
認
知
症
と
予
備
軍
は

(

市
内
で)

約
５
２
０
０
人
」
と

し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
窓
口
に
相
談
対
応
し
て
い
る

こ
と
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
師

は
市
内
に
１１
名
お
ら
れ
る
こ

と
、
徘
徊
高
齢
者
に
対
す
る
支

援
策
で
は
「
事
前
登
録
」
や
「
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
の
つ
い
た
携
帯
発
信

機
器
の
利
用
料
に
対
す
る
助

成
、
認
知
機
能
の
低
下
が
要
因

で
事
故
が
起
き
た
場
合
に
対
応

す
る
た
め
「
認
知
症
高
齢
者
等

個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業
」
を

昨
年
４
月
か
ら
実
施
し
た
こ

と
、「
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
現

在
考
え
て
い
な
い
が
、
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画
で
明
記
し

た
い
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

山
岡
光
広
議
員
が
市
議
に
初
当
選
以
降
、
毎
週
欠
か

さ
ず
発
行
し
続
け
て
き
た
「
活
動
報
告
」
ニ
ュ
ー
ス
が
、

も
う
す
ぐ
千
号
を
迎
え
ま
す
。 

午
前
零
時
を
過
ぎ
て
も
市
役
所
に
は
電
気
が…

異
常
な
時
間
外
労
働
の
実
態
。
写

真
下
は
、
時
間
外
労
働
の
是
正
を
示
す
「
総
務
部
長
」
の
指
示
文
書
。 


